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研究成果の概要（和文）： 
 

本研究によりサル類の循環器検査の正常値が設定され、さらに人間に類似した循環器病態を持つ
ことも明らかとなった。人間の心臓病診断に使われている心電図、画像診断、血液ホルモン値などもサ
ル類の心臓疾患の診断に応用が可能であることも明らかになった。さらに本研究では、サル類の新た
な先天的心疾患ならびに後天性心疾患も発見されてきている。このように本研究により、サル類の心疾
患は人の循環器疾患のモデルとして最適であり、特にサル類の遺伝的な心疾患は系統を維持するこ
とにより、人に対するモデル動物として非常に重要な位置をしめることになることが明らかとなった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 

This study set a normal value of the circulatory organs examination for monkeys. 
Our research proved the monkeys had similar circulatory organs disease to human.  
It was clarified to be able to apply the electrocardiogram, the diagnostic imaging, and 
the cardiac blood hormone used for human's heart disease to the diagnosis of monkeys' 
heart failures. We have discovered new monkeys' inherent and acquired heart diseases. 
Monkeys' heart diseases are the best model of human's circulatory organs failure. We 
clarified that monkeys were very important animals as the model animal of human's 
heart failure. 
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１．研究開始当初の背景 

サル類は基礎医学分野で重要な位置をしめ
ている実験動物であり、人への外挿を目的とした
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動物として人類に多大な貢献をしている。しかし

このように医学分野で重要な位置をしめているサ

ル類そのものに対しての臨床研究は現在までの

ところ体系的に行われていない。特に人では循

環器疾患に対してさまざまな研究がなされている

にも関わらず、サル類に対してはほとんど研究が

行われていない。このことは人への最終的な外

挿として用いられている実験動物としては無視で

きないことがらであり、これらを解明すべく研究の

遂行が急務であった。 

 
２．研究の目的 

現在、我が国の死亡原因の上位には循環器
疾患があげられており、そのほとんどは加齢に
伴う弁膜疾患および心筋梗塞などの血管変性
による虚血性疾患が占めている。サル類は基礎
医学分野で重要な位置をしめている実験動物
であり、人への外挿を目的とした医薬品の毒性
試験のみでなく各種疾患モデル動物として人類
に多大な貢献をしている。しかしこのように医学
分野で重要な位置をしめているサル類そのもの
に対しての臨床研究は現在までのところ体系的
に行われていない。特に人では循環器疾患に
対してさまざまな研究がなされているにも関わら
ず、サル類に対してはほとんど研究が行われて
いない。このことは人への最終的な外挿として用
いられている実験動物としては無視できないこと
がらであり、これらを解明すべく研究の遂行が急
務である。本研究は科学研究費の交付により、
実験動物としてのサル類の循環器疾患の現状
を明らかにし、それに付随する診断法と診断基
準の確立を促し、さらに分子生物学的手法を用
いた遺伝病としての循環器疾患を解明すること
を目的としている。これにより人への外挿が現在
より適正に実施され、さまざまな年齢構成の循環
器疾患のモデルケースとしての応用、さらに人
の循環器疾患の遺伝的関与の解明への寄与な
どさまざまな成果が期待できる。 

 
３．研究の方法 
（1）カニクイザルの循環器疾患の抽出ならびに
臨床的診断検査法の確立： 

研究代表者（鯉江）は独立行政法人医薬基
盤研究所・霊長類医科学研究センター（つくば
市）へ赴き研究分担者（揚山）と定期的にカニク
イザルの循環器疾患について調査を行った。具
体的にはカニクイザルコロニーで週に１回ほど
定期的に実施される健康診断の際に胸部聴診
検査を行い、正常な個体と心雑音・不整脈など
の異常が認められた個体をそれぞれ選択抽出
した。次に定期健康診断で異常が認められた個
体について、胸部エックス線撮影、心電図検査、
心エコー図検査を実施した。これらの諸検査の
うち特に心エコー図検査は心臓内腔の観察が
可能であるため異常個体の確定診断を行うこと
が可能であった。これらの異常個体に対する検

査と平行して正常個体に対しても同様の検査を
実施し、それぞれの比較検討を行った。 
（2）カニクイザルの正常ならびに循環器疾患に
おける内分泌調節機構の解析： 

健康診断を実施するすべての個体で血液検
査(CBC: Complete Blood Count)および血液化
学検査(Total Protein, Albumin, Bun, Creatinin, 
Glucose, Total Cholesterol, Triglyceride, 
Phosphorus, Calcium, GOT, GPT, ALP, CRP, 
A/G 比)を行った。また循環器疾患と診断された
すべての個体と比較検討のため数十例の正常
個体の心房性ナトリウム利尿ペプチド(ANP: 
Atrial Natriuretic Peptide)および脳性ナトリウム
利尿ペプチド（BNP: Brain Natriuretic Peptide）
の測定を実施した。循環器疾患時の内分泌調
節機構である ANP および BNP は、ヒトにおいて
重要な臨床的指標となっている。これらの測定
を行うことで内分泌的な病態の把握が可能であ
る。ANP および BNP 検査は外部検査機関へ依
頼した。 
 
４．研究成果 

本研究によりサル類（カニクイザル、ニホンザ
ル）の心疾患病態の解析ならびに診断基準の作
成が行われた。 
（1）循環器疾患の抽出ならびに臨床的診断検
査法の確立： 
聴診により循環器疾患の疑われた個体は胸部
エックス線検査、心電図検査、心エコー図検査
を実施し、心疾患の診断を行った。同検査により
循環器疾患の抽出がなされ、同時に本研究の
目的の一つであったサル類に対する臨床的診
断法が確立していった。 
（2）サル類の循環器内分泌調節機構の解析： 
霊長類医科学研究センターにて臨床的検査を
行ったすべての個体に対して血液検査ならびに
血液化学検査を実施した。その際に心臓から分
泌される心房性ナトリウム利尿ペプチドと脳性ナ
トリウム利尿ペプチドの測定を行った。これらの
人の検査系を使った研究でも有意な結果を得る
ことができた。 
（3）循環器疾患個体の病理学的検索： 
循環器疾患で死亡した個体はすべてが病理解
剖された。また同時に病理組織学的な検査も実
施され、サル類の循環器疾患の病態解明につ
ながった。 
 

以上の研究により、サル類の新たな先天的心
疾患ならびに後天性心疾患が発見されてきてい
る。サル類の心疾患は人の循環器疾患のモデ
ルとして最適であり、特にサル類の遺伝的な心
疾患は系統を維持することにより、人に対するモ
デル動物として非常に重要な位置をしめること
になると思われた。 
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